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集中強化期間内におけるコンセッション方式を活用した PFI事業の進捗状況

（１）大阪市 
○ 大阪市では、水道事業でのコンセッション方式の活用に向けた取組を継続中。
・ 本年２月市議会において、条例改正案を再提出し、取組を進めていく予定。

（２）その他の自治体 
○	 厚生労働省では、以下の事業を平成 27年度から新たに開始。各自治体が、コンセッション方式を含めた
官民連携を進めるための検討など、具体的な案件形成に向けた取組を円滑に進めていけるよう支援を行う。

・	 水道事業における官民連携の導入に向けた調査、計画作成等事業。

（生活基盤施設耐震化等交付金、交付率１／３、実施主体：地方公共団体）
 
⇒ ３事業体において、検討が進行中。

・	 官民連携の検討を促進させることを目的として、コンサルタントによる助言等を実施。

（官民連携等基盤強化支援事業費、実施主体：国）
 
⇒ ２事業体において、検討が進行中。

○引き続き、上記支援を進めるとともに働きかけを強化する等により検討対象自治体の増加を図る。
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